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山口県における平成25年7月28日の
豪雨災害について

………………………………山口県土木建築部砂防課災害復旧班

１．はじめに
　山口県は、県土の約88％が山地や丘陵地で占め
られているため、河川の多くが急流小河川であり、
急傾斜地も多く、地質構造も複雑で脆弱な箇所が
多いことから、大雨により浸食や崩壊が起こりや
すい自然条件にあります。
　このため、これまでも梅雨前線豪雨や台風等に
より幾多の大規模な水害や土砂災害に見舞われ、
多くの尊い人命や財産が失われてきました。特に
近年は、地球温暖化に伴う気候変動の影響により、
台風の大型化や観測史上に残るような集中豪雨が
多発しており、平成21年 7 月の豪雨による防府市
をはじめとした土石流災害や、平成22年 7 月の豪
雨による県西部地域での広範囲な浸水被害や土砂
災害が発生しています。
　このような状況の中、本年 7月28日には、山口
県の北部や中部の一部で記録的な豪雨を記録し、
山口市、萩市及び阿武町において、大規模な浸水
被害や土砂災害が発生し、公共土木施設において
も甚大な被害が発生しました。
　このたびは、この豪雨災害の状況及び査定状況
について報告します。

２．気象の概況
　 7月28日の日本付近は大気の状態が非常に不安
定であったことに加えて、対馬海峡から山陰方面
に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだことに
より、山口県付近で大雨が発生しやすい状況とな
りました。
　山口県付近には、発達した雨雲が次々と流れ込
み（バックビルディング現象）、28日朝から昼過
ぎにかけて北部や中部の一部で猛烈な雨となりま
した。
　萩市須佐で28日12時20分までの 3時間に 7月の

月降水量の平年値（281.6㎜）を上回る301.5㎜を
観測するなど記録的な大雨となりました。
　また、土壌雨量指数や 3時間雨量の解析値が50
年に一度の状況に到達したことから、気象庁は、
警報の基準をはるかに超えるとして、「これまで
に経験のしたことないような大雨」の情報文を発
表しました。

図－１　アメダス雨量分布図（ 7月28日00時から24時）
※ 7 月28日の日雨量は、須佐（萩市）で351.0㎜、徳佐（山
口市）で324.0㎜となっています。

※統計期間10年以上の地点で、 5位以内が対象となっ
ています。

表－１　 7月28日豪雨による極値順位の更新状況
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３．被災の状況
　大雨の影響により山口市、萩市及び阿武町にお
いて、大規模な浸水被害や土砂災害が発生し、 2
名の尊い命が失われ 1名の行方が未だ不明となっ
ているほか、多数の家屋の損壊や浸水、道路や鉄
道の損傷等による交通網の寸断、さらには水道施
設の被災による断水など、県民生活や経済活動に
大きな打撃を受けました。
　また、この大雨による県内の公共土木施設被害
は、県工事389箇所、市町村工事376箇所、合計
765箇所、被害額は約170億円に上り、被害額につ
いては過去20年間に山口県で発生した一つの気象
による災害では最大となりました。

③　被災箇所１箇所あたりの被災規模が大きい。
④　県の大規模豪雨災害で見られる「地すべりに
起因して発生した施設災」が無かった。
　主な被災状況を写真－１～15に示します。

図－ ２ 　主な被災箇所（写真位置図）

表－２　平成25年 7 月28日　豪雨災害公共土木施
設被害報告集計表

（H25. 8 .26現在）

　今回の公共土木施設の被害の特徴としては、以
下の点が挙げられます。
①　被災エリアが県北部の局所的な範囲に限定さ
れた。
②　河川の超過洪水による護岸、また橋梁等の施
設災が顕著であった。

写真－２　国道315号（金山谷トンネル）

写真－１　国道315号（道台兼用護岸崩壊）

写真－３　主要県道津和野田万川線（道台兼用護岸崩壊）
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写真－ 4 　一般県道津和野須佐線（舗装版陥没） 写真－７　二級河川阿武川（護岸崩壊）

写真－６　二級河川阿武川（浸水状況） 写真－９　二級河川田万川（護岸崩壊）

写真－ 5 　主要県道益田阿武線（道台兼用護岸崩壊） 写真－８　二級河川田万川（浸水状況）
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写真－10　二級河川須佐川（浸水状況）

写真－12　市道小原線（上小原橋 橋脚沈下）

写真－13　市道山用線（山用橋 上部工流出）

写真－15　須佐浄化センター（下水道 土砂埋塞）

写真－11　二級河川須佐川（護岸崩壊） 写真－14　市道吉部野山田線（山田橋 上部工流出）
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300万円未満から1,000万円未満に引き上げる簡素
化が図られました。
　また、査定設計書の添付写真の簡素化を併せて
実施した結果、災害申請担当者の査定資料作成の
負担が軽減され、査定の効率化、迅速化につなが
りました。

写真－16　TEC︲FORCEによる現地調査

写真－17　全景写真撮影の簡素化例
（リボンテープの配置を省略）

図－３　災害復旧助成事業の検討案
（親災に越水させない原形復旧を適用した事例）

４．災害査定に向けての取り組み
　広範囲に渡る河川の決壊、氾濫に加え、多くの
道路が寸断され、被災箇所の状況把握に時間を要
する中、迅速な災害査定に向けて以下の取組を行
いました。

⑴　緊急調査の実施
　早期本格復旧に向けた復旧方針や、技術的助言
を受けるため、国土交通省に支援を要請し、７
月29日～ 8 月24日の間（のべ1,034人）、TEC︲
FORCE（緊急災害対策派遣隊）による災害復旧
調査が実施されました。これにより災害査定に向
けての作業が大きく前進しました。

⑵　応援職員の派遣
　平成21年、22年災を教訓に県で定めた「大規模
災害時における職員応援派遣マニュアル」に基づ
き、多くの被災施設を所管する県事務所及び市を
対象に、応急復旧の対応並びに災害復旧調査・査
定資料作成等のため、被災当日から応援職員を派
遣するなど、県の応援体制を強化しました。

⑶　災害査定の簡素化
　今回の災害が過去 5年間の平均災害報告箇所数
を超える結果となったことから、総合単価や机上
査定の適用範囲拡大等、査定の簡素化を国土交通
省水管理・国土保全局防災課に要望しました。
　この結果、総合単価の適用範囲を1,000万円未
満から5,000万円未満へ、机上査定の適用範囲を

５．改良復旧制度の活用
　今回の被災が現況河道の流下能力不足が原因で
被害を受けた田万川など、計４つの河川につい
て、原形復旧のみでは同様の被害が発生すること
から、再度災害防止を図るため、改良復旧事業の
実施を検討しました。
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６．災害査定の実施
　 7月28日の豪雨により被災した公共土木施設に
ついては、 9月17日から順次災害査定を実施して
います。

写真－18　山口県第 3次査定（ 9 /17～ 9 /20）
　　　　　災害査定の状況を取材する報道機関

７．おわりに
　 7月28日の豪雨災害から 2カ月余りが経過し、
現在も災害査定の真っ只中という状況にはありま
すが、災害復旧調査から事前打合せ、現地査定に
到るまで、国土交通省、財務省をはじめ関係の皆
様方の多大なご支援、ご協力を頂きながら、早期
の復旧、一日も早い民生安定の確保に向けて日々
前進しているところです。この紙面を借りて深く
感謝申し上げます。
　また、今後は復旧工事が本格化することとなり
ますが、関係の皆様方には、引き続きご指導賜り
ますようお願いいたします。




